
 

 

全国大学生協連第 63回・大学生協共済連第 10 回通常総会 行動宣言(案) 

「すべての大学生協で SDGsに関連する取り組みを進めていきましょう！」 

全国大学生活協同組合連合会 

全国大学生協共済生活協同組合連合会 

 

SDGs(持続可能な開発目標)とは、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030ア

ジェンダ」に記載された 2030 年までの国際社会全体の目標です。持続可能な世界を実現するための 17 のゴー

ル・169 のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さないこと(leave no one behind)を誓って

います。経済・社会・環境をめぐる広範な課題に、統合的に取り組むこと、すべての国と すべてのステーク

ホルダー(政府・企業・NGO・有権者等)の役割を重視することを特徴としています。 

 

 私たち大学生協は、「人と地球にやさしい持続可能な社会を実現する」ことをビジョンの一つとして掲げ、す

べての組合員とともに様々な取り組みを進めてきました。SDGs のめざす「誰一人取り残さない」という考え方

は、協同組合が平等や民主主義を大切していることと共通しており、私たちにとって共感できる目標です。す

べての人を対象とする包摂性を特徴とする SDGs の考え方は、すべての組合員の「多様な参加」によってつくら

れる大学生協にとって、あらゆる活動に元来根付いている考え方の 1 つです。 

 

1. すべての大学生協の理事会において、SDGsに関する学習し、学生・教職員・生協職員みん

なで持続可能な開発につながる取り組みができるよう、理事会として確認しましょう。 
 

✓ すべての大学生協の理事会において、SDGsや持続可能な社会に関する学習の機会を設け、自ら

の大学生協の取り組みが SDGsの 17の目標と関連していることを確認しましょう。 
 

✓ すべての大学生協の総会・総代会議案において、大学生協の取り組み全般を SDGsの視点での振

り返り、組合員や総代とともに確認しましょう。 

  

2. SDGsの考え方について学習し、私たちの取り組みを再評価したうえで、より持続可能な

社会の実現につながる具体的なアクションを起こしていきましょう。 
 

✓ 理事会や組織委員会が中心となり、より多くの組合員とともに、持続可能な社会について考え

る機会を作りましょう。 
 

✓ ビジョンとアクションプランなど、各大学生協の中長期的な方針・方向性を検討する中で、

SDGsの視点を盛り込み、2030年を見据えた実践を積み重ねていきましょう。 
 

✓ 大学とともに、持続可能な社会の実現につながる取り組みをすすめましょう。 

 

以上を踏まえて、大学生協として持続可能な社会を実現するために、 

すべての大学生協で SDGs に関連する取り組みを進めていきましょう。 



すべての大学生協でSDGsに関連する
取り組みを進めていきましょう！

全国大学生協連第63回・大学生協共済連第10回通常総会 行動宣言

🖥全国大学生協連ホームページ上では、
「大学生協×SDGs」の特設サイトを開設し、
全国の取り組みなどの情報発信をしています。

◀ こちらから
お読み取り
ください

1. すべての大学生協の理事会において、SDGsに関する学習し、学生・教職員・生協職員みんなで
持続可能な開発につながる取り組みができるよう、理事会として確認しましょう。

2. SDGsの考え方について学習し、私たちの取り組みを再評価したうえで、
より持続可能な社会の実現につながる具体的なアクションを起こしていきましょう。

2018年12月に開催された全国大学生協連第62回・大学生協共済連第９回総会では、「私たちの取り組み
をSDGsの視点で再評価し、持続可能な社会をいっそう目指しましょう！」という総会特別アピールが確認さ
れました。結果的に、全国の多くの大学生協でSDGsについての学習会や行動が広がりました。

理事会をはじめ、大学生協
全体でSDGｓについて学習。

理事会資料や発信物で、
日常的にSDGｓを意識する。

総代会を通じて、大学生協と
SDGsの関係を考える。

より多くの組合員に
SDGｓについて伝える場面。

各大学生協の中長期的な
計画にSDGｓの視点を！

大学と連携し、持続可能な
社会の実現につながる活動を

山形大学生協では、理事会や全職
員の研修会などで、大学生協の取
り組みをSDGsの17のゴールに
当てはめて学習しました。

広島修道大学生協では、理事会資
料や発信物で、生協の取り組みを
SDGsの視点で再評価しました。

長崎大学生協では、総代会にて、
生協の取り組みとSDGsのつなが
りを考える機会を設けました。

東北大学生協では、院生・教職員
組織委員会が中心となり、スマホ
を使って大学生協の取り組みと
SDGsのつながりを伝えました。

京都大学生協では、中期計画を立
てるにあたり、SDGsと大学生協
の関係性を紹介し、中期計画に
SDGsの視点を盛り込みました。

龍谷大学生協では、大学の創立
380周年と併せて、SDGsに関連
した取り組みを実施しました。


